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サポート

次の HP OpenView の Web サイ ト を参照して ください。

http://openview.hp.com/ ( 英語 )
http://www.hp.com/jp/openview/ ( 日本語 )

これらのサイ トには、 HP OpenView の提供する製品、 サービス、 サポートについてのお問い合わせ先や詳細が

掲載されています。 日本語サポートサイ ト を表示するには、 上記英語版サイ トから  [Support] をク リ ッ ク し、

[Software Support Online] をク リ ッ ク して ください。 サポートサイ トでは、 お客さまのビジネスの運用に役立つ

対話形式の技術サポート ツールに手早く効率的にアクセスできます。 サポートサイ トでは次のこ とが可能です。

• 関心のある ドキュ メン ト を検索する

• サポート ケースを登録 / ト ラ ッキングする

• サポート契約を管理する

• HP サポートの問合わせ先を調べる

• 利用可能なサービスに関する情報を確認する

• 他のお客様とのオンラインディ スカッシ ョ ンに参加する

• ソフ ト ウェア ト レーニングの検索および登録を行う

サポートの多くでは、 HP Passport へのユーザー登録と ログインが必要です。 また、 サポート契約が必要な場合

もあ り ます。

アクセスレベルに関する詳細は、 次の URL で確認してください。

http://support.openview.hp.com/access_level.jsp 

HP Passport ID のご登録は、 次の URL で行ってください。

https://passport.hp.com/hpp2/newuser.do ( 英語 )
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概要

この概要では、 次の項目について説明します。

• OVPI と ATM プロ ト コル

• フォルダーとレポート ( バージ ョ ン履歴 )

• レポートのカスタマイズ方法

• 追加情報の入手先

OVPI と ATM プロ ト コル

PVC、 ポート、 および SVC のパフォーマンスの評価を行う ATM Report Pack は、 問題の部分

を特定したり、 将来的なパフォーマンスを予測する う えで役立ちます。 このパッケージのレポー

ト を使用する と、 次の質問に対する答えを見つけるこ とができます。

• ネッ ト ワークが許容レベルで動作しているか。

• どの PVC およびポートがもっと も使用率が高いか。 

• よ り多くの ト ラフ ィ ッ クを処理できる PVC またはポートが存在するか。

• 使用率が高すぎるために発生したエラーやド ロ ップされたセルがないか。

• 入口使用率と出口使用率に極端な差がないか。

• どの PVC またはポートがネッ ト ワークパフォーマンスの低下の原因とな りそ うか。

• SVC スイ ッチで接続の要求を処理できているか。

• どのよ うにしてカスタマ単位でパフォーマンスを比較するこ とができるか。

• どのよ うにして地域単位でパフォーマンスを比較するこ とができるか。

フォルダーとレポート

ATM 3.0 には、 3 つのフォルダーと 49 の対話型レポートが含まれています。 フォルダーは次の 3
つです。

• PVC (22 のレポート )

• Port (16 のレポート )
7



OVPI と ATM プロ ト コル
• SVC (11 のレポート )

PVC フォルダーのレポートは、 主に次のメ ト リ ッ クを扱います。

• ピークセルレート (PCR)

• 平均セルレート (SCR)

• ド ロ ップされたセルの割合 ( パーセン ト )

Port フォルダーのレポートは、 主に次のメ ト リ ッ クを扱います。

• 送信されたセルのビッ ト数

• 使用率

• 廃棄

• エラー

SVC フォルダーのレポートは、 主に次のメ ト リ ッ クを扱います。

• 試行された呼び出しの成功率

• 1 秒あたりの呼び出し回数

各フォルダーのレポートの一覧については、 レポートの章 ( 第 7、 8、 9 章 ) を参照して くださ

い。 こ こでは、 一般的なレポートについて簡単に説明します。 レポート をアルファベッ ト順に紹

介します。

キャパシテ ィプランニング (Capacity Planning) 使用率の増加の評価、 ト ラフ ィ ッ クの均衡化、

使用率の増加 / 減少の計画に利用できます。 近い将来に使用率が極端に高くなるまたは低くなる

と予測される PVC 端点とポートが示されます。 

設定 (Configuration) プロパティの列が未定義の PVC およびポートが示されます。 必要なフ ィー

ルドが適切に定義されていない場合は、 使用率の値が不正になり ます。 

可用性 ( 日別 ) (Daily Availability) サービスレベル契約の統計情報が日単位または月単位で示さ

れます。 これらの統計情報には、 管理対象要素が機能していた時間の割合 ( パーセン ト ) が示さ

れます。 統計情報には、 ポート と PVC 端点の時間単位、 日単位、 月単位の平均可用性も含まれ

ます。 

エグゼクテ ィブサマリー (Executive Summary) PVC 端点、 SVC、 またはポートのサマ リー

ビューが、 カスタマ単位または地域単位で示されます。 入力および出力の総ト ラフ ィ ッ ク量、 エ

ラーおよび廃棄の総数、 サービス品質ごとのボ リ ュームの割合 ( パーセン ト ) がグラフで表示さ

れます。 

予測 (Forecast) ネッ ト ワークの増大の予測に利用できます。 今後 30 日以内に生じる と予想され

るホッ ト スポッ トが示されます。 将来的な予測を行う こ とで、 問題が発生するのを防ぐために必

要な対処を実行できます。 

ホッ トスポッ ト (Hot Spots) 前日に、 常にしきい値パラ メータを超えていた要素を特定します。 
このレポートは、 問題の特定に役立ちます。 サービスのグレードのグラフは例外と超過使用率に

も とづいており、 ネッ ト ワーク管理者がサービス品質契約への影響を予測する際に利用できま
す。 

準リアルタイム (Near Real Time) これは、 厳密にはレポートの種類ではあ り ません。 アクティブ

なインタフェース、 ト ランク、 および EtherChannel の使用率、 エラー、 廃棄のデータが示され

ます。 最新のポーリ ングから直前 6 時間までの時間範囲で、 日単位と月単位のデータが表示され

ます。
8



第 1 章
クイ ックビュー (QuickView) PVC 端点、 ポート 、 または SVC の詳細が、 前日、 前月、 および直

前 6 時間の 3 つの時間範囲ごとに示されます。 日平均の使用率と呼び出しの試行数がもっと も高

い要素が 10 個表示されます。 

スナップシ ョ ッ ト (Snapshot) ク イ ッ クビューのサブセッ ト。 ク イ ッ クビューを起動する と、 使

用率の高い ト ップ 10 の PVC、 ポート、 または SVC の表が表示されます。 スナップシ ョ ッ ト を

起動する とダイアログボッ クスが表示され、 分析を行う特定の PVC、 ポート、 または SVC を選

択できます。 よ り大まかな状況を表示したい場合はクイ ッ クビューを起動します。 分析を行う要

素がわかっている場合は、 スナップシ ョ ッ ト を起動します。

ト ップテン (Top Ten) もっと も使用率の高い方向の PVC 端点またはポートが示されます。 これ

らは、 重大な問題のある、 パフォーマンスが低い順のト ップテンです。 ポートのレポートには、

そのポートの各 PVC 端点の使用率が表示されます。 SVC のレポートには、 呼び出し試行と 1 秒

あたりの呼び出し回数をも とに、 ト ップテンの SVC ポートが示されます。 

バージ ョ ン履歴

次の表は、 ATM Report Pack に最近行われた拡張機能をまとめたものです。

ATM ifEntry Datapipe は Cisco ATM Datapipe 3.0 の前提条件です。 その他のデータパイプでは

ATM ifEntry Datapipe は必要あ り ません。

バージ ョ ン RNS のバージ ョ ンと日付 拡張機能

1.0 RNS 2.0 － 2003 年 1 月 Cisco ATM Datapipe 1.0
Fore ATM Datapipe 1.0
Ascend ATM Datapipe 1.0
Newbridge ATM Datapipe 1.0
Stratacom ATM Datapipe 1.0

1.0 RNS 3.0 － 2003 年 5 月 変更なし

2.1 RNS 4.0 － 2003 年 10 月 1.0 から 2.1 へのアップグレードパッケージ

3.0 RNS 5.0 － 2004 年 4 月 Oracle のサポート

OVPI オブジェク トマネージャのサポート

2.1 から 3.0 へのアップグレードパッケージ

新しいデータパイプ :
• ATM ifEntry Datapipe 1.0 

新しいフォーム :

• PVC セルパラ メータの更新

• PVC QoS パラ メータの更新

• ポート情報の更新

3.0 RNS 6.0 － 2004 年 8 月 変更なし

3.0 RNS 7.0 － 2004 年 11 月 変更なし
9



レポートのカスタマイズ方法
レポートのカスタマイズ方法

グループフ ィルターの適用、 パラ メータの編集、 テーブルやグラフの編集、 カスタマと場所のイ
ンポート、 PVC パラ メータ、 QoS パラ メータ、 およびポートの詳細の追加など、 レポート をカ

スタマイズするこ とができます。 カスタマとレポート を共有する必要のある、 サービスプロバイ
ダなどの組織は、 グループフ ィルターを使用してカスタマ固有のレポート を作成します。 パラ

メータ、 テーブル、 およびグラフの編集は、 一時的な変更と して誰でも行う こ とができます。 
テーブルやグラフの編集 ( ビューオプシ ョ ンの選択 ) についての詳細は、 第 10 章 「テーブルお

よびグラフの編集」 を参照して ください。

グループフ ィルター

レポート をカスタマと共有する場合は、 カスタマ固有のレポート を作成する必要があ り ます。 カ
スタマ固有のレポート を作成するには、 次の作業を行います。

• Common Property Tables 3.0 以降を使用してカスタムプロパティ情報 ( カスタマ名とデバイ

スの場所 ) をインポートする

• 特定のカスタマに関連のあるユーザー全員のためのグループアカウン ト を作成する

• そのグループアカウン ト用のグループフ ィルターを作成する

グループアカウン ト用フ ィルターの作成の詳細は、 『Performance Insight 5.0 管理ガイ ド』 を参

照して ください。 

パラメータの編集

パラ メータを編集するこ とで、 レポートに制約を適用します。 制約は、 参照する必要のないデー
タを省きます。 たとえば、 カスタマ名のパラ メータを編集する と、 [ カスタマ名 ] フ ィールドに

入力した以外のすべてのカスタマデータが、 レポートから除外されます。 場所のパラ メータを編

集する と、 [ 場所 ] フ ィールドに入力した以外のすべての場所のデータがレポートから除外され

ます。 

一度に複数の制約を適用するこ とができます。 ATM 3.0 では、 次のパラ メータがサポート されて

います。

• Device

• Port Name

• VPI 

• VCI

• Customer

• Location

Web アクセスサーバーを使って リモートでレポート を表示している場合には、 レポート右下の

[ パラ メータの編集 ] アイコンをク リ ッ ク し、 パラ メータを編集します。 [ パラ メータの編集 ]
ウ ィンド ウが開いたら、 フ ィールドに制約を入力し、 [ 送信 ] をク リ ッ ク します。 
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第 1 章
レポート ビューアを使っている場合には、 メニューバーから [ 編集 ]>[ パラ メータ値 ] を選択しま

す。 [ パラ メータ値の変更 ] ウ ィンド ウが開いたら、 [ 現在の値 ] フ ィールドをク リ ッ ク します。

新しい値を入力し、 [OK] をク リ ッ ク します。

プロパテ ィのインポート

ATM Report Pack の準備 処理は、 組み込みのプロパティ インポート  ユーティ リ ティで行われま

す。 このユーティ リ ティ を使用して、 レポートに次の情報を追加します。

• カスタマ名とカスタマ ID

• 地域と地域 ID

• 入口および出口のサービス品質の値

• ピークセルレート と平均セルレートの値

• ポート速度

使用しているデータパイプによってこれらの値が提供される場合は、 プロパティ インポート  
ユーティ リ ティで値をインポートする必要はあ り ません。 ただし、 インス トールされているデー

タパイプではこの情報が提供されない場合や、 提供されるデータが正し くない場合は、 プロパ
ティ インポート  ユーティ リ ティ を使用して正しい値をインポート して下さい。 

既存の情報を更新する場合は、 プロパティ ファ イル (OVPI からエクスポート したファ イル ) を
編集する方法や、 この章で前述した PVC、 QoS、 およびポートの変更フォームを使用する方法

もあ り ます。 変更フォームについての詳細は、 第 6 章 「変更フォームの使用」 を参照して くださ

い。

追加情報の入手先

本ユーザーガイ ドでは、 パッケージに含まれる一部のレポートのサンプルを紹介しています。
ATM 3.0 に付属するデモパッケージには、 パッケージ内のすべてのレポートのサンプルが含まれ

ています。 デモパッケージが利用可能で、 完全なレポートの表示内容を見たい場合、 デモパッ
ケージをインス トールして ください。 実際のレポート と同様に、 デモレポート も対話形式です。
実際のレポート とは異なり、 デモレポートの内容は静的です。

ATM Report Pack 3.0 の最新の拡張機能や、 このパッケージに影響する既知の問題に関する情報
は、 『ATM Report Pack 3.0 Release Statement』 ( 英語 ) を参照して ください。 また、 次のドキュ
メン ト も参考にして ください。

• 『Common Property Tables 3.5 ユーザーガイ ド』

• 『Thresholds Module 5.0 User Guide』 ( 英語 )

• 『NNM/Performance Insight Integration Module 2.0 User Guide』 ( 英語 )

• RNS 7.0 のリ リース ノート (2004 年 11 月 )

中心となる製品である OVPI のマニュアルと、 OVPI 上で動作するレポート機能についての
マニュアルは、 次のサイ トからダウンロードできます。

http://www.hp.com/managementsoftware ( 英語 )
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追加情報の入手先
[Support]>[ 製品マニュアル ( 英語 )] を選択する と、 「Product manuals search」 ページ ( 英語 ) が表

示されます。 OVPI のマニュアルは [1. Product] で [Performance Insight] を選択する と表示されま

す。 また、 レポートパッケージ、 データパイプ、 および NNM SPI のマニュアルは、 [Reporting 
and Network Solutions] を選択する と表示されます。

日本語のマニュアルは以下の URL から も入手できます。
http://www.jpn.hp.com/doc/manual/openview/index.html

[Reporting and Network Solutions] の下のマニュアルには、 発行年月が示されています。 ユーザー

ガイ ドが改訂されて新しいものが公開される と、 ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号が変わらない場
合でも、 発行年月が変わり ます。 改訂したマニュアルは定期的に公開されるため、 このサイ ト を
見て更新されていないかを確認して、 最新版でない可能性のある古い PDF を参照するのは避け

てください。
12



2

アップグレードインストール

本章では、 次の項目について説明します。

• 円滑なアップグレードのためのガイ ド ラ イン

• ATM 2.1 から ATM 3.0 へのアップグレード

• パッケージの削除

ATM Report Pack を初めてインス トールする場合は、 この章の内容は当てはま り ません。 その場

合は、 第 3 章 「新規インス トール」 を参照して ください。

円滑なアップグレードのためのガイドライン

RNS CD を挿入して、 パッケージ抽出インタフェースを起動し、 OVPI レポートパッ クのインス

トールを選択する と、 インス トールスク リプ トは CD からすべての OVPI パッケージを抽出し、

それをシステムの Packages ディレク ト リにコピーします。 抽出処理が終わる と、 インス トール

スク リプ トは、 Performance Insight を起動してパッケージマネージャを開始するよ うに促しま

す。 パッケージマネージャを実行する前に、 次のガイ ド ラ インを再確認して ください。 

前提条件

ATM 3.0 にアップグレードする前に、 次のソフ ト ウェアがインス トールされているこ とを確認し

て ください。

• OVPI 5.0

• OVPI 5.0 用に現在提供されているすべてのサービスパッ ク

• Interface Reporting Report Pack 4.5 以降

• Common Property Tables 3.0 以降

Common Property Tables のアップグレード

Common Property Tables のバージ ョ ン 2.2 を使用している場合は、 バージ ョ ン 2.2 から 3.0 へ
のアップグレードパッケージをインス トールする必要があ り ます。 アップグレードパッケージを
インス トールする際は、 他のパッケージを同時にインス トールしないでください。 Common 
13



円滑なアップグレードのためのガイ ドライン
Property Tables のアップグレードパッケージのみインス トールして ください。 現在 Common 
Property Tables 3.0 を使用している場合は、 3.0 から 3.5 へのアップグレードパッケージをイン
ス トールするこ と も可能です。

リモートポーラー用のポーリングポリシー

既存のデータパイプをアンインス トールする と、 次の情報が失われます。

• リ モートポーラー用のポーリ ングポ リ シー

• マルチポーラー ポ リシー

• カスタマイズしたポーリ ンググループ

collection_manager や group_manager のコマンドを使う と、 既存のポーリ ングポ リシー設定や

カスタマイズしたポーリ ンググループをエクスポートするこ とができます。 

ポーリングポリシー設定のエクスポート

お使いの環境にリモート ポーラー用のポーリ ングポ リシーが含まれている場合には、
collection_manager コマンドを使って、 既存のポ リシー設定をファイルにエクスポート して くだ

さい。 

UNIX: trendadm ユーザーで次のコマンドを実行します。 

cd $DPIPE_HOME

./bin/collection_manager -export -file /tmp/savePollingPolicy.lst

Windows: Administrator でコマンド ウ ィ ンド ウを起動します。 OVPI のインス トールディ レク

ト リに移動し、 次のコマンドを実行します。

bin¥collection_manager -export -file ¥temp¥savePollingPolicy.lst

カスタマイズしたポーリンググループのエクスポート

お使いの環境にカスタマイズしたポーリ ンググループが含まれている場合には、
group_manager コマンドを使って、 グループを個々の .xml ファ イルにエクスポート して くだ

さい。 

UNIX: trendadm ユーザーで次のコマンドを実行します。 

cd $DPIPE_HOME

./bin/group_manager -export_all -outfile /tmp/savePollingGroups

Windows: Administrator でコマンド ウ ィ ンド ウを起動し、 OVPI のインス トールディ レク ト リ

に移動して、 次のコマンドを実行します。 

bin¥group_manager -export_all -outfile ¥temp¥savePollingGroups

カスタムデータ  テーブルビュー

既存のプロパティテーブル ビューを使ってカスタムデータテーブル ビューを作成している場合

は、 レポートパッ クをアップグレードする前に、 まずカスタムデータテーブル ビューをド ロ ッ

プして ください。 カスタムデータ  テーブルビューをド ロ ップしても、 データは失われません。 
14
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分散環境

以下は、 分散環境におけるインス トール手順の概要です。

1 中央サーバーの trendcopy を無効にします。

2 中央サーバーで以下を実行します。

• Common Property Tables 3.0 以降にアップグレード してレポート を配布する

• Interface Reporting 4.0 以降にアップグレード してレポート を配布する

• ATM 3.0 にアップグレード してレポート を配布する

3 各サテライ トサーバーに以下を実行します。

• Common Property Tables 3.0 以降にアップグレードする

• Interface Reporting 4.0 以降にアップグレードする

• ATM 3.0 にアップグレードする

• 既存のデータパイプ (ATM 2.0 で使用していたデータパイプ ) を削除する

• 1 つまたは複数のデータパイプをインス トールする

4 中央サーバーの trendcopy を再び有効にします。

ATM 2.1 のインス トールでは、 サテライ トサーバー データベースとの接続をセッ ト アップし、

trendcopy コマンドを設定して、 さ らに各サテライ トサーバーで時間単位の集約をオフにしてい

ました。 OVPI 4.6 から OVPI 5.0 へアップグレードする際は、 ATM 2.1 のインス トール時に行っ

た変更のいくつかを、 ATM 3.0 のインス トール後すぐに再度行う必要があ り ます。 サテライ ト

サーバー データベース との接続を再度セッ ト アップし ( この場合は [ データベースの追加ウ ィ

ザード ] を使用 )、 さ らに trendcopy の pull コマンド も再度設定しなくてはなり ません。 詳細

は、 第 4 章 「分散システム」 を参照して ください。

バージ ョ ン 2.1 からバージ ョ ン 3.0 へのアップグレード

バージ ョ ン 2.1 からバージ ョ ン 3.0 へアップグレードするには、 次の作業を行います。

• タスク  1: OVPI Timer を停止し、 RNS 7.0 CD からパッケージを抽出する

• タスク  2: Common Property Tables をアップグレードする

• タスク  3: Interface Reporting 3.0 から Interface Reporting 4.5 以降へアップグレードする

• タスク  4: UPGRADE_ATM_Checker パッケージをインス トールする

• タスク  5: ATM 3.0 アップグレードパッケージをインス トールする

• タスク  6: 現在インス トールされてる古いデータパイプをすべて削除する

• タスク  7: 新しいデータパイプをインス トールする

• タスク  8: OVPI Timer を再起動する

タスク  1: OVPI Timer を停止し、 RNS 7.0 CD からパッケージを抽出する

1 システムにログインします。 UNIX システムでは root でログインします。
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バージョ ン 2.1 からバージ ョ ン 3.0 へのアップグレード
2 OVPI Timer を停止し、 プロセスが終了するのを待ちます。

Windows では次の手順を実行します。

a [ コン トロール パネル ]>[ 管理ツール ]>[ サービス ] を選択します。

b サービスの一覧から [OVPI Timer] を選択します。

c [ 操作 ] メニューから [ 停止 ] を選択します。

UNIX では、 root で次のいずれかを実行します。

HP-UX: sh /sbin/ovpi_timer stop

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer stop

3 RNS 7.0 CD を挿入します。 Windows の場合は [ メ イン メニュー ] が自動的に表示されます。

UNIX では、 CD が自動的にマウン ト されない場合は CD をマウン ト し、 CD の最上位ディ

レク ト リに移動して ./setup コマンドを実行します。 

4 選択フ ィールドに 1 を入力し、 [Enter] を押します。 インス トールスク リプ トが進捗バーを表

示します。 コピーが終わる と、 インス トールスク リプ トはパッケージマネージャを開始しま
す。 パッケージマネージャの [ よ う こそ ] ウ ィ ンド ウが開きます。

システムの Packages ディレク ト リに移動する と、 ATM フォルダーの下に次のフォルダーがあ

り ます。

• ATM.ap

• ATM_Demo.ap

• UPGRADE_ATM_2.1_to_3.ap

• UPGRADE_ATM_Checker

タスク  2: Common Property Tables 3.0 以降にアップグレードする

以下のルールに従ってください。

• CPT アップグレードパッケージとその他のパッケージを同時にインス トールするこ とはでき

ません。 CPT アップグレードパッケージは単独でインス トールして ください。 

• [ レポートの配布 ] のオプシ ョ ンを受け入れるか、 または無効にするかを尋ねるプロンプ ト

が表示されたら、 デフォル ト を受け入れます。 レポート を配布しないと、 Common Property 
Tables に付属の変更フォームも配布されません。

• インス トールが終了したら、 [ 完了 ] をク リ ッ ク して [ 管理コンソール ] に戻り ます。

この作業に関してさ らに詳細な情報が必要な場合は、 『Common Property Tables 3.5 ユーザーガ

イ ド』 を参照して ください。

タスク  3: Interface Reporting 4.5 以降にアップグレードする

1 3.0 から 4.5 へのアップグレードパッケージをインス トールします。

2 次のデータパイプを削除します。

• Interface Discovery Datapipe 1.1

• Interface Reporting ifEntry Datapipe 1.1

• Interface Discovery Datapipe 2.0
16
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• Interface Reporting ifEntry Datapipe 2.0

3 次のデータパイプをインス トールします。

• Interface Discovery Datapipe 2.1

• Interface Reporting ifEntry Datapipe 2.1

新しいデータパイプがインス トールされたら、 [ 完了 ] をク リ ッ ク して [ 管理コンソール ] に戻り

ます。

タスク  4: UPGRADE_ATM_Checker をインス トールする

1 [ 管理コンソール ] から [ ツール ]>[ パッケージマネージャ ] を選択します。 パッケージマネー

ジャの [ よ う こそ ] ウ ィンド ウが開きます。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィンド ウが開きます。

3 [ インス トール ] をク リ ッ ク します。 

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ レポートの配布 ] ウ ィンド ウが開きます。 [ レポートの配布 ]、
[ アプリ ケーシ ョ ンサーバー ]、 および [ ポート ] のデフォルト を受け入れます。 OVPI ア
プリ ケーシ ョ ンサーバー用のユーザー名とパスワードを入力します。 

5 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ パッケージの選択 ] ウ ィンド ウが開きます。 

6 次のパッケージの横にあるチェ ッ クボッ クスをク リ ッ ク します。

UPGRADE_ATM_Checker

7 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ タイプの検出 ] ウ ィンド ウが開きます。 デフォルト を無効にしま

す。

8 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ウ ィンド ウが開きます。

9 [ インス トール ] をク リ ッ ク します。 [ インス トールプロセス ] ウ ィンド ウが開き、 インス トー

ルが開始されます。 インス トールが完了する と、 パッケージのインス トール完了メ ッセージ
が表示されます。 

10 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

11 DPIPE_HOME/temp に移動します。 出力ファ イルの内容を確認します。

check_ATM_Property_consistency.out 

12 エラーがあれば修正します。

タスク  5: ATM 2.1 から 3.0 へのアップグレードパッケージをインス トールする

1 パッケージマネージャを開始します。 パッケージマネージャの [ よ う こそ ] ウ ィンド ウが開

きます。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィンド ウが開きます。

3 [ インス トール ] をク リ ッ ク します。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ レポートの配布 ] ウ ィンド ウが開きます。 [ レポートの配布 ]、
[ アプリ ケーシ ョ ンサーバー ]、 および [ ポート ] のデフォルト を受け入れます。 OVPI ア
プリ ケーシ ョ ンサーバー用のユーザー名とパスワードを入力します。 

5 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ パッケージの選択 ] ウ ィンド ウが開きます。 
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6 次のパッケージの横にあるチェ ッ クボッ クスをク リ ッ ク します。

UPGRADE_ATM_2.1_to_3.0

7 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ タイプの検出 ] ウ ィンド ウが開きます。 デフォルト を無効にしま

す。

8 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ウ ィンド ウが開きます。

9 [ インス トール ] をク リ ッ ク します。 [ インス トールプロセス ] ウ ィンド ウが開き、 インス トー

ルが開始されます。 インス トールが完了する と、 パッケージのインス トール完了メ ッセージ
が表示されます。 

10 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。 

タスク  6: 古いデータパイプを削除する

ATM 2.0 で使用していたデータパイプをアップグレードするこ とはできません。 既存のデータパ

イプを削除した後、 各データパイプの最新バージ ョ ンをインス トールする必要があ り ます。 パッ

ケージマネージャを起動し、 画面に表示される指示に従ってパッケージを削除します。 削除が完
了したこ とを示すメ ッセージが表示されたら、 [ 完了 ] をク リ ッ ク して [ 管理コンソール ] に戻り

ます。 

タスク  7: 新しいデータパイプをインス トールする

1 パッケージマネージャを開始します。 パッケージマネージャの [ よ う こそ ] ウ ィンド ウが開

きます。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィンド ウが開きます。

3 [ インス トール ] をク リ ッ ク します。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ レポートの配布 ] ウ ィンド ウが開きます。 [ レポートの配布 ] の
デフォルト を無効にします。

5 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ パッケージの選択 ] ウ ィンド ウが開きます。 

6 次のパッケージのチェッ クボッ クスを、 1 つまたは複数ク リ ッ ク します。

Cisco ATM Datapipe 3.0

Ascend ATM Datapipe 3.0

Fore ATM Datapipe 3.0

Stratacom ATM Datapipe 3.0

Newbridge ATM Datapipe 3.0]

インス トールしたアップグレードパッケージがビューに表示されなくても問題
あ り ません。 パッケージマネージャには、 ATM Report Pack 3.0 と してインス

トールしたもののみが表示されます。 したがって、 これが正常な状態です。

Cisco ATM Datapipe には ATM ifEntry Datapipe 1.0 が必要です。 ATM 
ifEntry Datapipe 1.0 は、 パッケージマネージャによって自動的にインス トール

されます。
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7 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ タイプの検出 ] ウ ィンド ウが開きます。 デフォルト を無効にしま

す。

8 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 選択の概要 ] ウ ィンド ウが開きます。

9 [ インス トール ] をク リ ッ ク します。 [ インス トールプロセス ] ウ ィンド ウが開き、 インス トー

ルが開始されます。 インス トールが完了する と、 パッケージのインス トール完了メ ッセージ
が表示されます。

10 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

タスク  8: OVPI Timer を再起動する

Windows では次の手順を実行します。

a [ コン トロール パネル ]>[ 管理ツール ]>[ サービス ] を選択します。

b サービスの一覧から [OVPI Timer] を選択します。

c [ 操作 ] メニューから [ 開始 ] を選択します。

UNIX では、 root で次のいずれかを実行します。

HP-UX: sh /sbin/ovpi_timer start

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer start

アップグレード後の手順

復元の必要のあるポーリ ングポ リシーやカスタマイズしたグループの定義を再設定します。 エク
スポート した設定を再インポート しないでください。 古いデータパイプと インス トールした新し
いデータパイプに互換性がない可能性があるため、 エクスポート した設定を再インポートする
と、 データ破壊につながる恐れがあ り ます。 

アップグレード前に、 既存のレポートパッ ク  プロパティテーブル ビューにも とづいてカスタマ

イズしたデータテーブル ビューをド ロ ップしている場合には、 こ こでそのカスタムビューを再

生成するこ とができます。

パッケージの削除

次の手順に従って ATM 3.0 をアンインス トールします。 ATM 3.0 を削除する と、 ATM 3.0 で使

用していたデータパイプもすべて自動的に削除されます。

1 システムにログインします。 UNIX システムでは root でログインします。

2 OVPI Timer を停止し、 プロセスが終了するのを待ちます。

3 [ 管理コンソール ] から  パッケージマネージャを開始します。 パッケージマネージャの [ よ う

こそ ] ウ ィンド ウが開きます。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィンド ウが開きます。

5 [ アンインス トール ] をク リ ッ ク します。

6 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI レポートの配布解除 ] ウ ィンド ウが開きます。
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パッケージの削除
7 このサーバーから ATM レポートが配布されている場合は、 [ レポートの配布解除 ]、 [ アプ

リ ケーシ ョ ンサーバー名 ]、 および [ ポート ] のデフォルト を受け入れます。 このサーバーか

ら ATM レポートが配布されていない場合は、 チェッ クボッ クスをオフにして手順 9 に進み

ます。

8 OVPI アプリ ケーシ ョ ンサーバー用のユーザー名とパスワードを入力します。

9 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ パッケージの選択 ] ウ ィンド ウが開きます。 

10 次のパッケージの横にあるチェ ッ クボッ クスをク リ ッ ク します。

ATM 3.0 

ATM_Demo 3.0

11 [OK] をク リ ッ ク します。 

12 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ウ ィンド ウが開きます。 

13 [ アンインス トール ] をク リ ッ クする。 [ 進捗状況 ] ウ ィンド ウが開き、 削除プロセスが開始さ

れます。 インス トール処理が完了する と、 パッケージの削除完了メ ッセージが表示されま
す。 

14 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

15 OVPI Timer を再起動します。
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3

新規インストール

本章では、 次の項目について説明します。

• 円滑なインス トールのためのガイ ド ラ イン

• ATM 3.0 のインス トール

• 配布されたレポートへのアクセス ( レポートでパフォーマンスデータを確認する )

• パッケージの削除

現在 ATM 2.0 を使用している場合は、 この章の内容は当てはま り ません。 その場合は、 第 2 章

「アップグレード インス トール」 を参照して ください。

円滑なインストールのためのガイドライン

OVPI 用に作成されたレポート機能は、 2 つのパッケージ、 1 つのレポートパッ ク、 および 1 つ

のデータパイプ、 または場合によっては 1 つのレポートパッ ク と複数のデータパイプから構成さ

れます。 データパイプをインス トールするこ とで、 特定のポーリ ング間隔で特定の種類のパ
フォーマンスデータを収集するよ うに OVPI を設定します。 レポートパッ クをインス トールする

こ とで、 特定の方法でパフォーマンスデータを要約し、 集約するよ う OVPI を設定します。

RNS CD を挿入して、 パッケージ抽出インタフェースを起動し、 OVPI レポートパッ クのインス

トールを選択する と、 インス トールスク リプ トは CD からすべての OVPI レポートパッ クを抽出

し、 システムの Packages ディ レク ト リにコピーします。 抽出処理が終わる と、 インス トールス

ク リプ トは、 Performance Insight を起動してパッケージマネージャを開始するよ うに促しま

す。 パッケージマネージャを実行する前に、 次のガイ ド ラ インを再確認して ください。

前提条件

Interface Reporting をインス トールする前に、 次のソフ ト ウェアがインス トールされているこ

とを確認して ください。

• OVPI 5.0

• OVPI 5.0 に提供されているすべてのサービスパッ ク

• Interface Reporting Report Pack 4.6

• Common Property Tables 3.0 以降
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ATM 3.0 のインストール
Common Property Tables のアップグレード

Common Property Tables の古いバージ ョ ンを使用している場合は、 パッケージをバージ ョ ン

3.0 以降にアップグレードする必要があ り ます。 Common Property Tables のどのバージ ョ ンも

使用していない場合は、 パッケージマネージャで Common Property Tables をインス トールして

ください。

Common Property Tables のパッケージとその他のパッケージを同時にインス トールまたはアッ

プグレードするこ とはできません。 Common Property Tables のアップグレードパッケージのみ

インス トールして ください。 Common Property Tables のインス トールと使用についての詳細は、

『Common Property Tables 3.5 ユーザーガイ ド』 を参照して ください。

分散環境

ATM 3.0 を分散環境で実行する場合は、 すべてのサーバーで、 OVPI 5.0 と OVPI 5.0 用に提供

されているすべてのサービスパッ クが実行されている必要があ り ます。 こ こでは、 ATM 3.0 を分

散環境にインス トールする場合の手順の概要を説明します。

1 中央サーバーの trendcopy を無効にします。

2 中央サーバーで Common Property Tables 2.2 を実行している場合は、 3.0 にアップグレード

します。

3 中央サーバーで Interface Reporting 3.0 または 4.5 を実行している場合は、 4.6 にアップグ

レード します。

4 中央サーバーに ATM 3.0 をインス トールしてレポート を配布します。

5 各サテライ トサーバーに以下を実行します。

• サーバーで CPT 2.2 が実行されている場合は 3.0 にアップグレードする

• サーバーで旧バージ ョ ンの Interface Reporting が実行されている場合は 4.6 にアップグ

レードする

• ATM 3.0 をインス トールする

• データパイプを少なく と も 1 つインス トールする

6 中央サーバーの trendcopy を再び有効にします。

インス トールが完了したら、 サテライ トサーバー データベースとの接続をセッ ト アップし、

trendcopy の pull コマンドを設定して、 さ らに各サテライ トサーバーで時間単位の集約をオフに

します。 詳細は、 第 4 章 「分散システム」 を参照して ください。

ATM 3.0 のインストール

こ こでは、 次の作業について説明します。

• タスク  1: OVPI Timer を停止し、 RNS CD からパッケージを抽出する

• タスク  2: 必要に応じて、 Common Property Tables 3.0 以降にアップグレードする

• タスク  3: 次のパッケージをインス トールして OVPI Timer を再起動する
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第 3 章
— ATM 3.0

— 少なく と も 1 つの ATM データパイプ

— Interface Reporting 4.5

タスク  1: OVPI Timer を停止し、 RNS CD からパッケージを抽出する

1 システムにログインします。 UNIX システムでは root でログインします。

2 OVPI Timer を停止し、 プロセスが終了するのを待ちます。

Windows では次の手順を実行します。

a [ コン トロール パネル ]>[ 管理ツール ]>[ サービス ] を選択します。

b サービスの一覧から [OVPI Timer] を選択する。

c [ 操作 ] メニューから [ 停止 ] を選択します。

UNIX では、 root で次のいずれかを実行します。

HP-UX: sh /sbin/ovpi_timer stop

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer stop

3 RNS 6.0 CD を挿入します。 Windows の場合はメ イン メニューが自動的に表示されます。

UNIX の場合は、 CD をマウン ト して CD ド ラ イブの最上位ディ レク ト リに移動し、 setup
コマンドを入力します。 

4 選択フ ィールドで 1 と入力して OVPI レポートパッ クを選択し、 [Enter] を押します。 インス

トールスク リプ トが進捗バーを表示します。 抽出処理が終わる と、 インス トールスク リプ ト

はパッケージマネージャを起動します。 パッケージマネージャの [ よ う こそ ] ウ ィンド ウが

開きます。

システムの Packages ディレク ト リに移動する と、 ATM フォルダーの下に次のフォルダーがあ

り ます。

• ATM.ap

• ATM_Demo.ap

• UPGRADE_ATM_to_3.ap

アップグレードパッケージは無視してください。 デモパッケージのインス トールは必須ではあ り

ません。 デモパッケージは、 単独でインス トールするこ と もできますし、 その他のパッケージと

一緒にインス トールするこ と もできます。

タスク  2: Common Property Tables 3.0 以降にアップグレードする

Common Property Tables 3.0 にアップグレード していない場合は、 こ こでアップグレード しま
す。 その際、 以下のルールに従ってください。

• アップグレードパッケージとその他のパッケージを同時にインス トールするこ とはできませ
ん。 Common Property Tables アップグレードパッケージは単独でインス トールして くださ

い。 

• [ レポートの配布 ] ではデフォルト を受け入れます。 レポート を配布しないと、 Common 
Property Tables に付属のフォームも配布されません。
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ATM 3.0 のインストール
• パッケージマネージャによ りアップグレードパッケージのインス トールの完了が通知された
ら、 [ 完了 ] をク リ ッ ク して [ 管理コンソール ] に戻り ます。

アップグレードに関しては、 『Common Property Tables 3.5 ユーザーガイ ド』 を参照して くださ

い。 

タスク  3: ATM と少な く とも 1 つのデータパイプをインス トールする

1 [ 管理コンソール ] から [ ツール ]、 [ パッケージマネージャ ] の順に選択します。 パッケージマ

ネージャの [ よ う こそ ] ウ ィンド ウが開きます。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィンド ウが開きます。

3 [ インス トール ] をク リ ッ ク します。 

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ レポートの配布 ] ウ ィンド ウが開きます。 [ レポートの配布 ] の
デフォルト を受け入れ、 アプリ ケーシ ョ ンサーバー名とポートのデフォルト を受け入れま
す。 OVPI アプリ ケーシ ョ ンサーバー用のユーザー名とパスワードを入力します。 

5 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ パッケージの選択 ] ウ ィンド ウが開きます。 

6 次のパッケージの横にあるチェ ッ クボッ クスをク リ ッ ク します。

ATM 3.0 

ATM_Demo 3.0 [ オプシ ョ ン ]

7 次のう ち少なく と も 1 つのパッケージの横にあるチェ ッ クボッ クスをク リ ッ ク します。

Cisco ATM Datapipe 3.0

Ascend ATM Datapipe 3.0

Fore ATM Datapipe 3.0

Stratacom ATM Datapipe 3.0

Newbridge ATM Datapipe 3.0

8 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ タイプの検出 ] ウ ィンド ウが開きます。 

9 パッケージのインス トール直後に [ タイプの検出 ] を実行するには、 デフォルト を受け入れ

て [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ウ ィンド ウが開きます。

10 [ インス トール ] をク リ ッ ク します。 [ インス トールプロセス ] ウ ィンド ウが開き、 インス トー

ルが開始されます。 インス トールが完了する と、 パッケージのインス トール完了メ ッセージ
が表示されます。 

11 [ 完了 ] をク リ ッ ク して [ 管理コンソール ] に戻る。 

12 OVPI Timer を再起動します。

Windows では次の手順を実行します。

a [ コン トロール パネル ]>[ 管理ツール ]>[ サービス ] を選択します。

b サービスの一覧から [OVPI Timer] を選択する。

Cisco ATM Datapipe には ATM ifEntry Datapipe 1.0 が必要です。 この依存

データパイプは、 パッケージマネージャによって自動的にインス トールされま
す。
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第 3 章
c [ 操作 ] メニューから [ 開始 ] を選択します。

UNIX では、 root で次のいずれかを実行します。

HP-UX: sh /sbin/ovpi_timer start

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer start

配布されたレポートへのアクセス

レポート を表示するには、 まず配布する必要があ り ます。 ATM Report Pack をインス トールし

たと きに、 [ レポートの配布 ] オプシ ョ ンを有効にしました。 そのため、 このパッケージのレ

ポート ( および付属のフォーム ) は、 OVPI アプリ ケーシ ョ ンサーバーに配布されています。

OVPI アプリ ケーシ ョ ンサーバーに配布されたレポート とフォームは、 次の 2 つの方法で表示で

きます。

• OVPI ク ラ イアン ト

• Web ブラウザ

ユーザーのシステムにク ライアン ト コンポーネン トがインス トールされていれば、 ユーザーは
[ レポート ビューア ]、 [ レポート ビルダ ]、 および [ 管理コンソール ] にアクセスできます。 
ユーザーのシステムにク ライアン ト コンポーネン トがインス トールされていない場合は、 レ
ポートは Web ブラウザでのみ表示できます。

ク ラ イアン ト コンポーネン トの詳細は、 『Performance Insight インス トールガイ ド』 を参照して

ください。 [ オブジェク ト / プロパティの管理 ] ビューを使用して選択したオブジェク トに固有の

レポート を表示する方法などの [ 管理コンソール ] の詳細は、 『Performance Insight 管理ガイ

ド』 を参照して ください。

レポートのパフォーマンスデータの参照

レポートに反映されるまでの時間は、 データによって異なり ます。 最初にデータが反映されるレ
ポートは準リアルタイムレポートです。 このレポートの場合は、 インス トールしてから 2 ～ 3 時

間でデータを表示できるよ うにな り ます。 その他のレポート ( 前日のパフォーマンスの分析で始

まるレポート も含む ) はどれも、 少な く と も丸 1 日分のデータがなければ結果を見られるよ うに

はなり ません。 キャパシティプランニングと予測のレポートの場合、 データはすぐに反映されま

すが、 完全なベースラインにも とづく信頼性の高い予測を行うには約 6 週間かかり ます。

パッケージの削除

次の手順に従って ATM をアンインス トールします。 ATM を削除する と、 ATM のデータ収集に

使用されているデータパイプもすべて自動的に削除されます。

1 システムにログインします。 UNIX システムでは root でログインします。

2 OVPI Timer を停止し、 プロセスが終了するのを待ちます。

3 パッケージマネージャを開始します。 パッケージマネージャの [ よ う こそ ] ウ ィンド ウが開

きます。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィンド ウが開きます。
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パッケージの削除
5 [ アンインス トール ] をク リ ッ ク します。

6 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI レポートの配布解除 ] ウ ィンド ウが開きます。

7 このサーバーから ATM レポートが配布されている場合は、 [ レポートの配布解除 ]、 [ アプ

リ ケーシ ョ ンサーバー名 ]、 および [ ポート ] のデフォルト を受け入れます。 このサーバーか

ら ATM レポートが配布されていない場合は、 チェッ クボッ クスをオフにして手順 9 に進み

ます。

8 OVPI アプリ ケーシ ョ ンサーバー用のユーザー名とパスワードを入力します。

9 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ パッケージの選択 ] ウ ィンド ウが開きます。 

10 ATM 3.0 の横にあるチェッ クボッ クスをク リ ッ ク します。

11 [OK] をク リ ッ ク します。 

12 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ウ ィンド ウが開きます。 

13 [ アンインス トール ] をク リ ッ ク します。 [ 進捗状況 ] ウ ィンド ウが開き、 削除プロセスが開始

されます。 インス トール処理が完了する と、 パッケージの削除完了メ ッセージが表示されま
す。 

14 [ 完了 ] をク リ ッ ク して [ 管理コンソール ] に戻り ます。

15 OVPI Timer を再起動します。

Windows では次の手順を実行します。

a [ コン トロール パネル ]>[ 管理ツール ]>[ サービス ] を選択します。

b サービスの一覧から [OVPI Timer] を選択します。

c [ 操作 ] メニューから [ 開始 ] を選択します。

UNIX では、 root で次のいずれかを実行します。

HP-UX: sh /sbin/ovpi_timer start

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer start
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4

分散システム

ATM を初めてインス トールし、 さ らにこのパッケージを分散システムで実行する場合は、 シス

テムですべてのサーバーの設定を行う必要があ り ます。 この作業を始める前に、 各サーバーに適

切なパッケージがインス トールされているこ とを確認して ください。 

中央サーバー用のパッケージ

• ATM 3.0、 レポートの配布に使用

• Interface Reporting 4.0 以降、 レポートの配布に使用

• Common Property Tables 3.0 以降、 レポート ( フォーム ) の配布に使用

各サテライ トサーバー用のパッケージ

• ATM 3.0

• Common Property Tables 3.0 以降

• 次のデータパイプのうち少なく と も 1 つ

— Ascend ATM Datapipe 3.0

— Fore ATM Datapipe 3.0

— Cisco ATM Datapipe 3.0

— Stratacom ATM Datapipe 3.0

— Newbridge ATM Datapipe 3.0

通常は、 中央サーバーではポーリ ングは行いません。 システムの中央サーバーでポーリ ングを行

うには、 中央サーバーにデータパイプをインス トールして ください。 レポート をサテライ トサー

バーから配布するこ と もできますが、 ローカルのレポート を行う場合にのみ、 サテライ トサー
バーでレポート を表示できます。 

中央サーバーの設定

中央サーバーを設定するには、 次の作業を行います。

Cisco ATM Datapipe 3.0 には ATMifEntry Datapipe 1.0 が必要です。
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中央サーバーの設定
• タスク  1: サテライ トサーバー データベースとの接続をセッ ト アップする

• タスク  2: trendcopy の pull コマンドを設定し trendtimer のエン ト リーを修正する

タスク  1: サテライ トサーバー データベースとの接続をセッ トアップする

1 [ 管理コンソール ] を起動します。

2 左下の [ システム ] アイコンをク リ ッ ク します。 [ システム / ネッ ト ワークの管理 ] ペインが開

きます。

3 [ データベース ] フォルダーを右ク リ ッ ク します。 プロンプ トが出たら [ データベースの追加 ]
を選択します。 [ データベースの追加ウ ィザード ] が開きます。 

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

5 追加するデータベースのホス ト名とポート番号を入力し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

6 [ 概要 ] を確認します。 各追加データベースにつき作業 4 および 5 を繰り返します。

7 データベースの追加の終了後、 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。 

タスク  2: trendcopy の pull コマンドを設定し trendtimer のエン ト リーを修正する

1 次のファイルを開きます。

$DPIPE_HOME/scripts/ATM_trendsum_hourly.pro 

2 trendcopy コマンドを、 各コマンドに各サテライ トサーバーの正しいサーバー名が含まれる

よ うに修正します。

3 必要に応じて、 さ らにコマンドを追加します。

4 この手順は必須ではあ り ません。 インス トールで、 中央サーバーで割合データを使用できる

よ うにする必要がある場合は、 Ratm の copy コマンドのコ メン ト を外します。 

5 中央サーバーで割合データを使用する必要がなければ、 アプリ ケーシ ョ ンサーバーマシンか
らの準リ アルタイムおよびホッ ト スポッ ト レポート を配布解除してください。

6 中央サーバーでデバイスのポーリ ングをいっさい行わない場合は、 trend_sum に対する呼び

出しをコ メン ト アウ ト します。

7 時間単位の trendtimer のエン ト リーを修正します。 デフォルトは正時 40 分後です。 この開

始時間を、 正時 25 分後に変更します。 時間を変更する と、 サテライ トサーバーで要約処理が

開始されたと きに中央サーバーがサテライ トサーバーからデータをコピーしよ う とするのを
防ぐこ とができます。

ポーリ ングされた割合データを各サテライ トサーバーから 1 時間ごとにコピー

する と、 サテライ トサーバーと中央サーバーの間の ト ラフ ィ ッ ク量が増加する
ほか、 中央サーバーにおけるロード処理も増加します。
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サテライ トサーバーの設定

次の手順に従って各サテライ トサーバーを設定します。

1 $DPIPE_HOME/lib/trendtimer_sched ファ イルを編集して ATM_Daily.pro を参照して

いる行をコ メン ト アウ ト し、 時間単位のインタフェース集約をオフにします。

2 テーブルマネージャを使用して、 すべての ATM テーブルの保持期間を最大 2 日に短縮しま

す。 

3 データパイプのポーリ ングポ リ シーを設定し、 各ノードを 1 つのシステムおよび 1 種類の

データパイプでしかポーリ ングできないよ うにします。

• リ モートポーラーを使用する場合は、 複数のポーラー間でポーリ ングが重複しないよ う
に、 またサテライ ト とポーラーの間でポーリ ングが重複しないよ うにします。 

• サテライ トサーバーに 2 つ以上のリモートポーラーがある場合は、 各ポーラーに対して

個別のポーリ ングポ リシーを作成し、ビューグループを使用してデバイスを区別します。 

4 サテライ トサーバーのシステムク ロ ッ クが中央サーバーのシステムク ロ ッ ク と同期している
こ とを確認します。
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5

プロパティデータのレポートへの追加

ATM Report Pack で定義されている命名およびファイルレイアウ トのフォーマッ トにも とづい

て、 3 つのプロパティ インポート  ファ イルを作成する必要があ り ます。 3 つのファイルとは次の

ファイルです。

• ATM_Port_Property.dat

• ATM_PVC_Property.dat

• ATM_SVC_Property.dat

プロパティ インポート  ファ イルを作成する方法は 3 通りあ り ます。

• ネッ ト ワーク準備システムから必要なデータをエクスポートする

• OVPI から既存のプロパティデータをエクスポートする

• ファ イルを独自に作成する

本章では、 次の項目について説明します。

• プロパティ インポート  ユーティ リ ティ

• プロパティ インポート  ファ イルを独自に作成

• デフォルトの実行時刻の変更

プロパティ インポート  ユーティ リテ ィ

 ATM Report Pack の準備処理は、 レポートパッ クに付属しているプロパティ インポート  ユー

ティ リ ティで行われます。  このユーティ リ ティ を使用して、 レポートに次の情報を追加します。

• カスタマ名とカスタマ ID

• 地域と地域 ID

• 入口および出口のサービス品質の値

• ピークセルレート と平均セルレートの値

• ポート速度
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プロパティ インポート  ユーティ リテ ィ
カスタマまたは地域に合ったレポート を作成するには、 プロパティ インポート  ユーティ リ テ ィ

を使用してカスタマと地域の情報をインポートする必要があ り ます。 エンタープライズネッ ト

ワークを運用している場合は、 企業の各部門に関する情報をインポートするこ とで、 それぞれの
部門を 1 人のカスタマのよ うに処理するこ と もできます。

サービス品質、 セルレート、 およびポート速度の値をインポートする必要があるかど うかは、 使
用しているデータパイプによって異なり ます。 データパイプによってこれらの値が提供される場

合は、 プロパティ インポート  ユーティ リ ティで値をインポートする必要はあ り ません。 ただし、

インス トールされているデータパイプではこの情報が提供されない場合や、 提供されるデータが
正し くない場合は、 プロパティ インポート  ユーティ リ ティ を使用して正しい値をインポート し

て下さい。 

OVPI では、 使用率の計算に次の属性の値が使用されます。

• PCR

• SCR

• ポート速度

PCR と SCR の値は、 ピーク時と平均のセル使用率を算出するために使用されます。 ポート速度

は、 ポート使用率の算出に必要です。

ネッ トワーク準備システムからのデータのエクスポート

ネッ ト ワーク準備システムからデータをエクスポートする方法は、 プロパティ インポート  ファ

イルを作成するもっと も簡単な方法です。 この方法が可能であれば、 必要な操作はほとんどあ り

ません。

ネッ ト ワーク準備システムからデータをエクスポートするには、 次の手順に従います。

1 3 つのプロパティ インポート  ファ イルを作成し、 各ファ イルに適切な名前を付けます。

2 必要なフ ィールドを出力するスク リプ ト を作成します。

3 OVPI がデフォルトで検索するディ レク ト リにプロパティ インポート  ファ イルを置きます。 

毎日のインポート処理の実行時に、 プロパティ インポート  ユーティ リ テ ィによって、 プロパ

ティデータファ イルからプロパティテーブルへ情報がインポート されます。 

OVPI からのファイルのエクスポート

OVPI からプロパティデータをエクスポートする方法は、 プロパティ情報がプロパティテーブル

にすでに存在する場合にのみ有効です。 初期状態では、 エクスポートできるプロパティデータは

存在しません。 

準備システムからカスタマデータをエクスポートする場合は、 この
dsi_target_name および dsi_table_key が、 コレク タ (ee_collect または

mw_collect) の dsi_target_name および dsi_table_key と一致している必要があ

り ます。
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エクスポート処理は自動的には実行されません。 プロパティテーブルを更新するたびに手動で実

行するか、 trendtimer_sched ファ イルにエン ト リーを作成します。 エクスポート処理が実行

される と、 タブ区切りのタイムスタンプ付きのプロパティデータファ イルが生成され、 デフォル
トでは PropertyData ディ レク ト リに保存されます。 その後、 ファ イルをワードパッ ドやスプ

レッ ドシート アプ リ ケーシ ョ ン (Microsoft Excel など ) で編集するこ とができます。  

PropertyData ディ レク ト リにある元のプロパティ インポート  ファ イルを編集し、 それをイン

ポート して更新するこ とはできません。 データパイプで新しい要素が検出され、 プロパティテー
ブルの特定フ ィールドが更新されるため、 元のプロパティ インポート  ファ イルは失われてしま

います。

エクスポート手順

OVPI からプロパティ情報をエクスポートするには、 次の手順に従います。

1 システムレベルのコマンドプロンプ ト行に移動します。

2 {DPIPE_HOME}/scriptsディ レク ト リで次のよ うに入力します。

trend_proc -f ATM_exportdata.pro 

エクスポートプログラムによって次の処理が実行されます。

• 定義ファイルが読み込まれ、 プロパティテーブルのどの列をエクスポートするかが特定
されます。

• K_atm_pvc、 K_atm_port、 および K_atm_svc から、 エクスポート ファ イルの保存先

ディレク ト リへ、 データがエクスポート されます。

ファ イルは、 各オブジェク ト ごとに行が作成されます。 オブジェク トが検出されなかった場

合 ( つま り、 ポーリ ングサイ クルが完了しておらず、 プロパティテーブルが空の場合 ) は、

ファ イルは空になり ます。 

• 次のタブ区切りのプロパティデータファ イルが生成され、 デフォルトのディ レク ト リに
保存されます。

— ATM_PVC_Property.dat. タイムスタンプ

— ATM_Port_Property.dat. タイムスタンプ

— ATM_SVC_Property.dat. タイムスタンプ

3 この後の 「プロパティデータファ イルの編集」 のガイ ド ラ インに従って、 これらのファ イル
を編集します。

4 OVPI がデフォルトで検索するディ レク ト リにプロパティデータファ イルを置きます。

DPIPE_HOME/data/PropertyData 

5 インポート処理は、 スケジュールよ り も前に手動で実行するこ と もできますし、 自動的に実
行されるまで待つこ と もできます。 処理を手動で実行する場合は、 {DPIPE_HOME}/

scriptsディレク ト リで次のコマンドを実行します。

trend_proc -f ATM_importdata.pro 

データをスプレッ ドシートプログラムで開く場合は、 ファ イルを適切なタブ区
切り フォーマッ トで保存するよ うにして ください。 
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プロパティ インポート  ファイルを独自に作成
プロパティデータファイルの編集

プロパティデータファ イルを編集する際は、 次のガイ ド ラ インに従ってください。

• フォーマッ トで指定されたすべての列を使用する

• 列の順序は変更しない

• 引用符は使用しない

• NULL 値は使用しない  

• プロパティデータの dsi_target_name および dsi_table_key の列は、 プロパティテーブルの

si_target_name および dsi_table_key の値と必ず同じにする  

• prop_PortName は、 ポートの統計情報のためのデータ収集時にデータパイプによってプロ

パティテーブルに挿入される dsi_table_key と同じ値でなければならない

• *_id 値の一部またはすべてを使用しない場合は、 値を -2( デフォルト ) に設定する  ( たとえ

ば、 region_id を使用しない場合は、 ファ イルで region_id の値を -2 に設定する ) 

• ファ イルの命名規則は ATM_element_Property.dat を使用する

ファ イルは次のディ レク ト リに保存して ください。

{DPIPE_HOME}/data/PropertyData 

プロパティ インポート  ファイルを独自に作成

ネッ ト ワーク準備データベースからエクスポートできない場合や、 OVPI からエクスポートする

適切なデータがない場合は、 ファ イルを手動で作成して適切なディ レク ト リに保存する必要があ
り ます。 このファ イルの作成にはどのよ う なスプレッ ドシート アプ リ ケーシ ョ ンを使用してもか

まいません。 ただし、 結果は ASCII タブ区切りのファ イルで保存して ください。 

ATM Report Pack には、 PropertyData ディ レク ト リにサンプルのプロパティデータファ イルが

含まれています。 プロパティ インポート  ファ イルを独自に作成する場合は、 これらのサンプル

ファイルを参考にして ください。 サンプルファ イルの列は、 左から右の順に次のよ うになってい

ます。

1 dsi_target_name

2 dsi_table_key

3 prop_description

4 prop_PortSpeed 

5 prop_PortType

6 prop_cust_id

たとえば、 プロパティ ファ イルで dsi_target_name が atmSwitch2、
dsi_table_key の値が 145 である場合は、 プロパティテーブルでも同様に

dsi_target_name が atmSwitch2、 dsi_table_key の値が 145 でなければなり ま

せん。 これらが一致していないと、 プロパティテーブルに新しい行と keyid 値が

挿入されてしまいます。
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7 prop_region_id

8 prop_region_name

9 prop_customer_name

サンプルファイルに地域とカスタマの列がある場合は、 パフォーマンスデータを地域およびカス
タマ単位で表示できます。

必要な使用率の値

OVPI では、 さまざまな使用率の値がなければ使用率を計算するこ とはできません。 データパイ

プによってこれらの値が提供されない場合や、 データパイプで提供された値が正し くない場合
は、 プロパティ インポート  ファ イルにこれらの値を追加してファ イルをインポートする必要が

あ り ます。

PVC 使用率は、 次の値がなければ計算できません。

• prop_SCR

• prop_RevSCR

• prop_PCR

• prop_RevPCR

ポート使用率は、 prop_PortSpeed 値がなければ計算できません。 

既存の PVC、 ポート 、 または SVC のプロパティ を修正するこ とはできますが、

dsi_target_name および dsi_table_key の値は修正しないでください。 これらの値は、 PVC、

ポート、 または SVC の識別に使用されるためです。 これらの値を変更した場合は、 プロパティ

テーブルの既存の値と一致しな くな り、 SQL でスク リプ トが更新され、 プロパティテーブルの

既存の行が修正される代わりに新しい行が追加されてしまいます。 

ファイルフォーマッ ト と予約値

こ こでは、 次のファイルのフォーマッ トについて説明します。

• ATM_PVC_Property.dat

• ATM_Port_Property.dat

• ATM_SVC_Property.dat
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プロパティ インポート  ファイルを独自に作成
ATM_PVC_Property.dat

次の表に、 PVC プロパティ インポート  ファ イル内の列の順序と、 各列の値の定義を示します。

列 定義

dsi_target_name デバイス名または IP アドレス

dsi_table_key デバイスインデッ クス ( デバイスのインデッ クス

付けまたは要約の方法にも とづく一意の値 )

prop_description カスタマによる定義が可能なフ ィールド
(des_descr で使用 )

prop_ATMQoSNumber データベース値 : 整数値

ReportPack で使用 

入口 QoS のク ラス名の列挙値

-2 = 未割り当ての QoS ( デフォルト )
1 = CBR
2 = VBR-RT
3 = VBR-NRT
4 = ABR
5 = UBR

prop_RevATMQoSNumber データベース値 : 整数値

ReportPack で使用 ( 値が設定されていない場合

は ATMQoSNumber の値を使用 )

出口 QoS のク ラスの列挙値

-2 = 未割り当ての QoS ( デフォルト )
1 = CBR
2 = VBR-RT
3 = VBR-NRT
4 = ABR
5 = UBR

prop_SCR データベース値 : 浮動小数点型

ReportPack で使用 ( 妥当な場合 )

出口方向の平均セルレート

prop_RevSCR データベース値 : 浮動小数点型

ReportPack で使用 ( 妥当な場合 ) ( 値が設定され

ていない場合は SCR の値を使用 )

入口方向の平均セルレート

prop_PCR データベース値 : 浮動小数点型

ReportPack で使用 ( 妥当な場合 )

出口方向のピークセルレート
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prop_RevPCR データベース値 : 浮動小数点型

ReportPack で使用 ( 妥当な場合 ) ( 値が設定され

ていない場合は PCR の値を使用 )

入口方向のピークセルレート

prop_VPI データベース値 : 浮動小数点型

仮想パス識別子

prop_VCI データベース値 : 浮動小数点型

仮想チャネル識別子

prop_ATMPVCNumber データベース値 : 整数値

1 - ATM チャネル

2 = ATM パス

-2 = 不明 ( デフォルト )

prop_PortSpeed PVC 端点では不要

データベース値 : 浮動小数点型

入口方向のポート速度 ( ビッ ト数 / 秒 )

prop_PortType データベース値 : varchar (128)

入口方向のポートの種類 (UNI、 NNI、 ICI など )

prop_PortName データベース値 : varchar (128)

ReportPack で使用 ( データパイプによって提供 )

PVC 端点があるポート  ( この値は、 PVC 端点が

ある同じデバイス とポートに関連付けられている
K_atm_port テーブルの prop_PortName 値と一

致している必要があ り ます )

prop_PortDescription データベース値 : varchar (128)

ユーザーによる定義が可能

prop_cust_id データベース値 : 整数値

ReportPack で使用

カスタマごとの一意の整数値 ( 初期状態ではデ

フォルト値の -2)

列 定義
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プロパティ インポート  ファイルを独自に作成
ATM_Port_Property.dat

次の表に、 ポートのプロパティデータファ イル内の列の順序と、 各列の値の定義を示します。  

prop_region_id データベース値 : 整数値

ReportPack で使用

地域ごとの一意の整数値 ( 初期状態ではデフォル

ト値の -2)

prop_region_name データベース値 : varchar (128)

ReportPack で使用

region_id 値に関連付けられた地域名

customer_name データベース値 : varchar (128)

ReportPack で使用

cust_id に関連づけられたカスタマ名

列 定義

列 定義

dsi_target_name デバイス名または IP アドレス

dsi_table_key デバイスインデッ クス ( デバイスのインデッ ク

ス付けまたは要約の方法にも とづく一意の値 )

prop_description カスタマによる定義が可能なフ ィールド
(des_descr で使用 )

prop_PortSpeed データベース値 : 浮動小数点型

ReportPack で使用

入口方向のポート速度 ( ビッ ト数 / 秒 )

prop_PortType データベース値 : varchar (128)

入口方向のポートの種類 (UNI、 NNI、 ICI な

ど )

prop_PortName データベース値 : varchar (128)

ReportPack で使用 ( データパイプによって提

供 )

ポートの値 ( この値は前述の dsi_table_key と

一致している必要があ り ます )

prop_PortDescription データベース値 : varchar (128)

ユーザーによる定義が可能
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ATM_SVC_Property.dat ファイル

次の表に、 SVC のプロパティデータファ イル内の列の順序と、 各列の値の定義を示します。 

prop_cust_id データベース値 : 整数値

ReportPack で使用

カスタマごとの一意の整数値 ( 初期状態ではデ

フォルト値の -2)

prop_region_id データベース値 : 整数値

ReportPack で使用

地域ごとの一意の整数値 ( 初期状態ではデフォ

ルト値の -2)

prop_region_name データベース値 : varchar (128)

ReportPack で使用

region_id 値に関連付けられた地域名

prop_customer_name データベース値 : varchar (128)

ReportPack で使用

cust_id に関連づけられたカスタマ名

列 定義

列 定義

dsi_target_name デバイス名または IP アドレス

dsi_table_key デバイスインデッ クス ( デバイスのインデッ ク

ス付けまたは要約の方法にも とづく一意の値 )

prop_description カスタマによる定義が可能なフ ィールド
(des_descr で使用 )

prop_PortType データベース値 : varchar (128)

入口方向のポートの種類 (UNI、 NNI、 ICI な

ど )

prop_PortName データベース値 : varchar (128)

ReportPack で使用 ( データパイプによって提

供 )

ポートの値 ( この値は前述の dsi_table_key と

一致している必要があ り ます )

prop_PortDescription データベース値 : varchar (128)

ユーザーによる定義が可能
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プロパティ インポート  ファイルを独自に作成
予約値

region_id および cust_id の特定の値は予約されています。 次の表に、 その予約されている値を示

します。

インポート手順

プロパティデータファ イルから OVPI のプロパティテーブルに情報をインポートするには、 イン

ポート処理を手動で実行するか、 自動的に行われます。 インポート処理を手動で実行する場合

は、 次の手順に従います。

1 {DPIPE_HOME}/scriptsディ レク ト リに移動します。 

2 trend_proc -f ATM_importdata.pro と入力してインポート を実行します。 

インポート処理は午前 4 時に自動的に実行されます。 デフォルトの時刻を使用しない場合は、 毎

日のインポート処理が実行される時刻を変更するこ とができます。 その場合は、 41 ページの 「デ

フォル ト実行時刻の変更」 を参照して ください。

インポート処理が実行される と、 ee_collect が PropertyData ディ レク ト リにアクセスし、 プロ

パティデータファ イルを検索します。 ディ レク ト リ内にファ イルがない場合は、 インポート処理

は中断されます。 読み込むファイルがある場合は、 一時的プロパティデータテーブルのセッ トが

prop_cust_id データベース値 : 整数値

ReportPack で使用

カスタマごとの一意の整数値 ( 初期状態ではデ

フォルト値の -2)

prop_region_id データベース値 : 整数値

ReportPack で使用

地域ごとの一意の整数値 ( 初期状態ではデフォ

ルト値の -2)

prop_region_name データベース値 : varchar (128)

ReportPack で使用

region_id 値に関連付けられた地域名

prop_customer_name データベース値 : varchar (128)

ReportPack で使用

cust_id に関連づけられたカスタマ名

列 定義

列名 予約値

region_id -2、 -1、 0

cust_id -2、 -1、 0
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生成されます。 これらのテーブルは 1 日ごとに置き換えられます。 一時的プロパティデータテー

ブルが作成される と、 SQL 更新スク リプ トはこの一時的プロパティデータテーブルの値を使用

し、 恒久的プロパティテーブルを更新します。 

プロパティテーブルが更新される と、 既存の情報が上書きされるか、 新しい情報が追加されま
す。 一時的プロパティデータテーブルの行が恒久プロパティテーブルの行と完全に一致する場合

は、 更新スク リプ トによってプロパティテーブルの行が上書きされます。 一時的テーブルの行が

プロパティテーブルの対応する行と一致しない場合は、 次の 2 つの処理が行われます。

• データパイプ ( 特に ee_collect) によってプロパティテーブルに新しい行が追加されます。

• 更新スク リプ トによって行に値が追加されます。 

古いプロパティデータファ イルは Archive ディ レク ト リに移動され、 PropertyData ディレク ト

リは空になり ます。 この PropertyData ディ レク ト リは、 OVPI からファ イルをエクスポートす

るまで空のままです。

プロパテ ィデータテーブルとプロパティテーブル

次の表に、 各インポート ファ イルで更新されるプロパティデータテーブルとプロパティテーブル
を示します。

デフォルト実行時刻の変更

自動インポート処理のデフォルトの実行時刻は午前 4 時です。 このデフォルトの設定を変更する

には、 次の手順に従います。

1 OVPI/libディレク ト リにある trendtimer_sched ファ イルを開きます。 

2 ATM_importdata.pro コマンドを実行する trend_proc の間隔とオフセッ ト を定義する行で、

オフセッ ト インジケータ ( プラス記号 (+) の後の数字 ) を変更します。 たとえば、 04:00 を

18:00 に変更する と、 インポートユーティ リ ティは毎日午後 6 時に実行されるよ うにな り ま

す。

プロパティデータファイル プロパティデータテーブル プロパティテーブル

ATM_PVC_Property.dat Ratm_pvc_property K_atm_pvc
K_atm_pvc_exec
K_atm_pvc_exec_region

ATM_Port_Property.dat Ratm_port_property K_atm_port
K_atm_port_exec
K_atm_port_exec_region

ATM_SVC_Property.dat Ratm_port_svc K_atm_svc
K_atm_svc_exec
K_atm_svc_exec_region
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デフォルト実行時刻の変更
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6

変更フォームの使用

ATM 3.0 には、 次の変更フォームが含まれています。

• PVC セルパラ メータの更新

• PVC QoS パラ メータの更新

• ポート情報の更新

Common Property Tables で認識されていないカスタマまたは場所に PVC やポート を割り当て

るこ とはできません。 [ 新規カスタマの作成 ] フォームと [ 新規場所の作成 ] フォームを使用するか、

Common Property Tables に付属のバッチモードのプロパティ インポート を使用して、 Common 
Property Tables にカスタマと場所を追加する必要があ り ます。 詳細は 『Common Property 
Tables 3.5 ユーザーガイ ド』 を参照して ください。

PVC セルパラメータの更新

PVC セルパラ メータを更新するには、 次の手順に従います。

1 [HP OpenView]>[Performance Insight]>[ 管理コンソール ] を選択します。

2 [ オブジェク ト ] をク リ ッ ク し、 更新するインタフェースに移動して選択します ( デバイスを

選択する と、 そのデバイス上のすべてのインタフェースを更新します )。 [PVC セルパラ メー

タの更新 ] フォームが [ オブジェク ト固有のタスク ] の下に表示されます。

3 [PVC セルパラ メータの更新 ] をダブルク リ ッ ク します。 フォームが開きます。

4 セルパラ メータを変更します。 変更を保存する場合は [ 適用 ] を、 変更を保存してフォームを

閉じる場合は [OK] を、 変更を保存せずにフォームを閉じる場合は [ キャンセル ] をク リ ッ ク

します。
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PVC セルパラメータの更新
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第 6 章
PVC QoS パラメータの更新

QoS パラ メータを更新するには、 次の手順に従います。

1 [HP OpenView]>[Performance Insight]>[ 管理コンソール ] を選択します。

2 [ オブジェク ト ] をク リ ッ ク し、 更新するインタフェースに移動して選択します。 デバイスを

選択する と、 そのデバイス上のすべてのインタフェースを更新します。 [ オブジェク ト固有のタ

スク ] の下にフォームが表示されます。

3 [PVC QoS パラ メータの更新 ] をダブルク リ ッ ク します。 フォームが開きます。

4 QoS パラ メータを変更します。 変更を保存する場合は [ 適用 ] を、 変更を保存してフォームを

閉じる場合は [OK] を、 変更を保存せずにフォームを閉じる場合は [ キャンセル ] をク リ ッ ク

します。
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ポート情報の更新
ポート情報の更新

ポート情報を更新するには、 次の手順に従います。

1 [HP OpenView]>[Performance Insight]>[ 管理コンソール ] を選択します。

2 [ オブジェク ト ] をク リ ッ ク し、 更新するインタフェースか、 更新する 1 つまたは複数のイン

タフェースのデバイスに移動して選択します。 [ オブジェク ト固有のタスク ] の下に [ ポート情

報の更新 ] フォームが表示されます。

3 [ ポート情報の更新 ] をダブルク リ ッ ク します。 フォームが開きます。

4 ポート情報を変更します。 変更を保存する場合は [ 適用 ] を、 変更を保存してフォームを閉じ

る場合は [OK] を、 変更を保存せずにフォームを閉じる場合は [ キャンセル ] をク リ ッ ク しま

す。
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PVC レポート

PVC フォルダーには次のレポートが含まれています。

• 可用性

• キャパシティプランニング : PCR 使用率 ( 日次と月次の 2 つのレポート )

• キャパシティプランニング : SCR 使用率 ( 日次と月次の 2 つのレポート )

• カスタマ別エグゼクティブサマ リー ( 日次と月次の 2 つのレポート )

• 地域別エグゼクティブサマ リー ( 日次と月次の 2 つのレポート )

• 端点の設定 ( 日次と月次の 2 つのレポート )

• 予測 : PCR 使用率

• 予測 : SCR 使用率

• ホッ ト スポッ ト ( 日次と月次の 2 つのレポート )

• ク イ ッ クビュー ( 日次、 月次、 準リ アルタイムの 3 つのレポート )

• スナップシ ョ ッ ト ( 日次、 月次、 準リアルタイムの 3 つのレポート )

• ト ップテン

この後のページで、 次のレポートのサンプルを紹介します。

• キャパシティプランニング : PCR 使用率 - 日次

• ホッ ト スポッ ト  - 日次

• 可用性

• カスタマ別エグゼクティブサマ リー : 日次

• ト ップテン

• ク イ ッ クビュー - 準リアルタイム

• 予測 : PCR 使用率
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ポート レポート

Port フォルダーには次のレポートが含まれています。

• 可用性

• 設定

• キャパシティプランニング

• カスタマ別エグゼクティブサマ リー ( 日次と月次の 2 つのレポート )

• 地域別エグゼクティブサマ リー ( 日次と月次の 2 つのレポート )

• 予測

• ホッ ト スポッ ト

• ク イ ッ クビュー ( 日次、 月次、 準リ アルタイムの 3 つのレポート )

• スナップシ ョ ッ ト ( 日次、 月次、 準リアルタイムの 3 つのレポート )

• ト ップテン : 日次

この後のページで、 次のレポートのサンプルを紹介します。

• キャパシティプランニング

• 可用性

• 予測

• ホッ ト スポッ ト

• ク イ ッ クビュー - 準リアルタイム

• ク イ ッ クビュー - 日次

• カスタマ別エグゼクティブサマ リー - 日次

• ト ップテン
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SVC レポート

SVC フォルダーには次のレポートが含まれています。

• カスタマ別エグゼクティブサマ リー ( 日次と月次の 2 つのレポート )

• 地域別エグゼクティブサマ リー ( 日次と月次の 2 つのレポート )

• ク イ ッ クビュー ( 日次、 月次、 準リ アルタイムの 3 つのレポート )

• スナップシ ョ ッ ト ( 日次、 月次、 準リアルタイムの 3 つのレポート )

• ト ップテン

この後のページで、 次のレポートのサンプルを紹介します。

• ク イ ッ クビュー - 日次

• カスタマ別エグゼクティブサマ リー - 日次

• ク イ ッ クビュー - 準リアルタイム

• ト ップテン
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テーブルおよびグラフの編集

テーブルとグラフはいずれも複数の方法で表示できます。 通常はデフォルトのビューで十分です

が、 別のビューに変更するのは簡単です。 レポート ビューアアプ リ ケーシ ョ ンを使用している場
合には、 オブジェク ト を右ク リ ッ クする と、 ビューオプシ ョ ンの一覧が表示されます。 Web ア

クセスサーバーを使用してレポート を表示している場合には、 次の手順に沿って、 テーブルやグ
ラフのデフォルト ビューを変更して ください。

1 リ ンクバーの [ 設定 ] をク リ ッ ク します。

2 ナビゲーシ ョ ンフレームの [ レポート ] を展開します。

3 [ 表示 ] をク リ ッ ク します。

4 [ 要素編集の許可 ] ボッ クスを選択します。

5 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

6 テーブルまたはグラフの横の [ 編集 ] アイコンをク リ ッ ク します。 

テーブルのビューオプシ ョ ン

テーブルを右ク リ ッ クする と、 あるいは、 Web アクセスサーバー使用時に [Edit Table] アイコン

を選択する と、 テーブルビュー オプシ ョ ンの一覧が開きます。

相対時間範囲 ( 現在からの ) を変更したり絶対時間範囲を設定したりするには、 [ 期間の設定 ] を
選択して ください。 [ 期間の設定 ] ウ ィンド ウが開きます。

テーブルに表示する対象の期間を、 たとえば 42 日から 30 日や 7 日に、 短縮できます。 過去のあ

る日から昨日以前の日までの具体的な期間を指定したい場合には、 [ 絶対時間の使用 ] をク リ ッ ク

し、 [ 開始時刻 ] と [ 終了時刻 ] を選択します。
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テーブルのビューオプシ ョ ン
制約を緩くあるいは厳し く して、 制約を満たす要素の数を増やした り減らした りするには、 [ 制
約値の変更 ] を選択して ください。 [ 制約値の変更 ] ウ ィンド ウが開きます。 制約を緩くするには値

を小さ く、 制約を厳し くするには値を大き く設定します。

[ ノード / インタフェースの選択 ] を選択する と、 テーブルの対象を特定のノードや、 特定のインタ

フェース、 ノードやインタフェースの特定のグループに制限して、 テーブルのスコープを変更で
きます。 [ ノードの選択タイプを選択します ] ウ ィンド ウが開きます。

[ 最大行数の変更 ] を選択する と、 テーブルに表示する行数を増やしたり減らした りできます。 デ
フォルトは 50 行です。 デフォルト よ り大きい値を指定する と、 テーブルを開くのにかかる時間

が長くなる可能性があ り ます。 大規模なネッ ト ワークの場合には、 デフォルト値を使う とテーブ

ルが最も速く開きます。 

[ 新規フレームで表示 ] を選択する と、 次の図のよ うに、 テーブルが [ テーブルビューア ] ウ ィンド

ウ内に開きます。 必要に応じてウ ィンド ウのサイズを調整し、 テーブル内のデータを読みやすく

して ください。 
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グラフのビューオプシ ョ ン

グラフを右ク リ ッ クする と、 あるいは、 Web アクセスサーバー使用時に [ グラフの編集 ] アイコ

ンを選択する と、 次のよ う なビューオプシ ョ ンの一覧が開きます。 

次の表では、 各オプシ ョ ンの詳細について説明します。

オプシ ョ ン 機能

[ 期間の設定 ] 上述のテーブルオプシ ョ ンと同じ

[ 制約値の変更 ] 上述のテーブルオプシ ョ ンと同じ

[ ノード / インタフェースの選

択 ]
上述のテーブルオプシ ョ ンと同じ

[ 表示データ ] グラフ上のそれぞれの点について、 データを
スプレッ ドシートに表示する

[ グ リ ッ ド ] 次のグ リ ッ ド線をグラフに追加する

X 軸のグ リ ッ ド線

Y 軸のグ リ ッ ド線

X 軸および Y 軸のグ リ ッ ド線

[ 凡例 ] 凡例を削除または移動する  

[ スタイル ] 下記の図を参照

[ 最大行数の変更 ] 上述のテーブルオプシ ョ ンと同じ

[ データテーブルの表示 ] 下記を参照
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グラフのビューオプシ ョ ン
スタイルオプシ ョ ン

[ スタイル ] を選択する と、 グラフの 7 つのビューオプシ ョ ンの一覧が表示されます。

[ 要素を CSV と してエクス

ポート ]
上述のテーブルオプシ ョ ンと同じ

[ 新規フレームで表示 ] [ グラフビューア ] ウ ィンド ウにグラフを開く

[ グラフの印刷 ] 上述のテーブルオプシ ョ ンと同じ

オプシ ョ ン 機能
98



第 10 章
[ スタイル ]>[ 面グラフ ]

プロ ッ トチャートや棒グラフを面グラフに変更します。 このフォーマッ トでは、 相対値や合計値

は見やすくな り ますが、 小さなデータ型の絶対値は見にく くなるこ とがあ り ます。 色の帯の任意

の場所をク リ ッ クする と、 その場所の正確な値が表示されます。

グラフの期間を短くするには、 [Shift] ＋ [Alt] キーを押し、 マウスの左ボタンで注目したい期間

を強調表示します。 マウスボタンを離すと、 選択した期間が表示されます。

[ スタイル ]>[ 積み上げ面グラフ ]

面グラフやプロッ ト グラフを積み上げ面グラフに変更します。 このビューは、 少数の変数を表示
するのに適しています。
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グラフのビューオプシ ョ ン
[ スタイル ]>[ 棒グラフ ]

グラフを棒グラフに変更します。 このビューは、 少数の変数の比較的近い値を表示するのに適し
ています。 次のグラフには 3 つの変数が表示されています。

[ スタイル ]>[ 積み上げ棒グラフ ]

プロ ッ ト グラフや面グラフを積み上げ棒グラフに変更します。 フレームの幅を広げる と、 時間の
目盛りは 1 時間単位になり ます。 フレームの高さを広げる と、 呼び出しボ リ ュームが 10 単位で
表示されます。
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[ スタイル ]>[ 折れ線グラフ ]

面グラフの色の帯を線に変更します。 フレームの幅を調整する と、 データポイン ト を時間単位に

するこ とができ、 フレームの高さを調整する と、 呼び出しボ リ ュームを整数にするこ とができま
す。

[ スタイル ]>[ 円グラフ ]

面グラフを円グラフに変更します。 面グラフの帯が円グラフの 1 つの区切りにな り、 円グラフ全

体が 24 時間を表すよ うにな り ます。 このビューが役に立つのは、 表示するデータ値の数が少な

く、 対象のデータが 1 日分の場合です。

複数の日のデータを見る場合には、 1 日につき 1 つの円グラフが、 複数表示されます。 
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グラフのビューオプシ ョ ン
[ データテーブルの表示 ]

このオプシ ョ ンを選択する と、 グラフがスプレッ ドシートに変わり ます。 

[ 新規フレームで表示 ]

グラフが [ グラフビューア ] ウ ィ ンド ウ内に開きます。 ウ ィンド ウのサイズを調整して読みやす

く して ください。 
102



索引
A
ATM ifEntry Datapipe 1.0, 9

C
check_ATM_Property_consistency.out, 17

collection_manager, 14

Common Property Tables, 16

Common Property Tables のアップグレード , 22

G
group_manager, 14

I

Interface Reporting 3.0 のインス トール , 22, 24

Interface Reporting 3.0 の削除 , 25

Interface Reporting パッケージのアップグレード , 17

IR_DevPort_Hourly_Process.pro, 28

N
Network Node Manager, 10

NNM からのレポートの起動 , 10

O
OVPI Timer

起動 , 19, 24
停止 , 16, 23

P

PCR( ピークセルレート ), 11, 31

S

SCR( 平均セルレート ), 11, 31

SHIRDevPorts テーブル , 29

T

trendcopy の pull コマンド , 28

U
UPGRADE_ATM_Checker, 16, 17

あ

一般的なレポート
エグゼクティブサマ リー , 8
可用性 , 8
キャパシティプランニング , 8
ク イ ッ クビューと NRT ク イ ッ クビュー , 9
設定 , 8
ト ップテン , 9
ホッ ト スポッ ト , 8
予測 , 8

[ インタフェースのカスタマの変更 ]( フォーム ), 45

[ インタフェースの説明の変更 ]( フォーム ), 46

[ インタフェースの場所の変更 ]( フォーム ), 45

[ インタフェースのプロパティの変更 ]( フォーム ), 43

インポート処理のデフォルトの実行時刻 , 41

か

カスタマイズしたデータテーブル ビュー , 14, 19

カスタマ固有のレポート , 10

キャパシティプランニング , 8

グラフのスタイルオプシ ョ ン , 97

グラフビュー オプシ ョ ン , 95

グ リ ッ ドオプシ ョ ン , 97

グループフ ィルター , 10

検出 , 33
103



索引
さ

サービスレベル管理 , 9

最大行数の変更オプシ ョ ン , 97

準備 , 11, 31

新規フレームで表示 , 96

絶対時間の使用 , 95

た

データテーブルの表示 , 97

[ データベースの追加ウ ィザード ], 28

テーブルビュー オプシ ョ ン , 95

テーブルマネージャ , 29

デフォルトの実行時刻 , 41

デフォルトのソースディ レク ト リパス , 34

デモパッケージ , 11, 23

は

バージ ョ ン履歴 , 9

配布 CD からの既存のパッケージの抽出 , 23

凡例オプシ ョ ン , 97

表示されたデータオプシ ョ ン , 97

プロパティ インポート  データパイプ , 11, 31, 32

プロパティ情報の更新 , 32, 41

プロパティデータのインポート処理 , 32

プロパティデータのエクスポート処理 , 32

プロパティデータファ イル
ATM_Port_Property.dat のフォーマッ ト , 38
ATM_SVC_Property.dat のフォーマッ ト , 39
インポート コマンド , 40
エクスポート コマンド , 33
サンプル , 34
名前 , 31
ネッ ト ワーク準備システムからのエクスポート , 

32
必要な使用率の値 , 35
ファ イルの手動作成 , 34
ファ イルの生成 , 31
編集時のガイ ド ラ イン , 34
予約値 , 39

プロパティのインポート , 11

分散システム , 14, 22

ポーリ ングポ リシー , 14, 19

ら

リ モートポーラー , 14

レポートの配布 , 25

レポートパラ メータ , 10

わ

割合データ ( 分散システム ), 28
104


	概要
	OVPIとATMプロトコル
	フォルダーとレポート
	バージョン履歴

	レポートのカスタマイズ方法
	グループフィルター
	パラメータの編集
	プロパティのインポート

	追加情報の入手先

	アップグレードインストール
	円滑なアップグレードのためのガイドライン
	前提条件
	Common Property Tablesのアップグレード
	リモートポーラー用のポーリングポリシー
	ポーリングポリシー設定のエクスポート
	カスタマイズしたポーリンググループのエクスポート

	カスタムデータ テーブルビュー
	分散環境

	バージョン2.1からバージョン3.0へのアップグレード
	アップグレード後の手順
	パッケージの削除

	新規インストール
	円滑なインストールのためのガイドライン
	前提条件
	Common Property Tablesのアップグレード
	分散環境

	ATM 3.0のインストール
	配布されたレポートへのアクセス
	レポートのパフォーマンスデータの参照

	パッケージの削除

	分散システム
	中央サーバー用のパッケージ
	各サテライトサーバー用のパッケージ
	中央サーバーの設定
	サテライトサーバーの設定

	プロパティデータのレポートへの追加
	プロパティインポート ユーティリティ
	ネットワーク準備システムからのデータのエクスポート
	OVPIからのファイルのエクスポート
	エクスポート手順
	プロパティデータファイルの編集


	プロパティインポート ファイルを独自に作成
	必要な使用率の値
	ファイルフォーマットと予約値
	ATM_PVC_Property.dat
	ATM_Port_Property.dat
	ATM_SVC_Property.datファイル

	予約値
	インポート手順
	プロパティデータテーブルとプロパティテーブル

	デフォルト実行時刻の変更

	変更フォームの使用
	PVCセルパラメータの更新
	PVC QoSパラメータの更新
	ポート情報の更新

	PVCレポート
	ポートレポート
	SVCレポート
	テーブルおよびグラフの編集
	テーブルのビューオプション
	グラフのビューオプション
	スタイルオプション
	[スタイル]>[面グラフ]
	[スタイル]>[積み上げ面グラフ]
	[スタイル]>[棒グラフ]
	[スタイル]>[積み上げ棒グラフ]
	[スタイル]>[折れ線グラフ]
	[スタイル]>[円グラフ]
	[データテーブルの表示]

	[新規フレームで表示]


	索引

